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＜アキノ政権の閣僚リスト＞ 

（２０１１年１月２０日現在） 

  

大統領            ベニグノ・アキノ３世（H.E. Benigno Simeon C. AquinoⅢ） 

副大統領           ジェジョマール・ビナイ（H.E. Jejomar C. Binay） 

官房長官           パキト・"ジョジョ"・オチョア（Paquito Ochoa Jr.） 

外務大臣           アルベルト・ロムロ（Alberto G. Romulo） 

財務大臣           セサール・プリシマ（Cesar Purisima） 

司法大臣           ライラ・デ・リマ（Leila De Lima） 

農業大臣           プロセソ・アルカラ（Proceso Alcala） 

公共事業道路大臣       ロヘリオ・シンソン（Regelio Singson） 

教育大臣           アルミン・ルイストロ（Armin Luistro） 

労働雇用大臣         ロサリンダ・バルドス（Rosalinda Baldoz） 

国防大臣           ヴォルテル・ガズミン（Voltaire Gazmin） 

保健大臣           エンリケ・オナ（Enrique Ona） 

貿易産業大臣         グレゴリー・ドミンゴ（Gregory Domingo） 

社会福祉開発大臣       コラソン・"ディンキー"・ソリマン（Corazon“Dinky” Soliman） 

農地改革大臣          ヴィルヒリオ・デ・ロス・レイエス（Virgilio De Los Reyes） 

環境天然資源大臣       ラモン・パヘ（Ramon Paje） 

内務自治大臣         ジェシー・ロブレド（Jesse M. Robredo） 

観光大臣           アルベルト・リム（Alberto Lim） 

運輸通信大臣         ホセ・デ・ヘスス（Jose De Jesus） 

科学技術大臣         マリオ・モンテホ（Mario Montejo） 

予算管理大臣         フロレンシオ・"ブッチ"・アバド（Florencio Butch Abad） 



エネルギー大臣        ホセ・レネ・アルメンドラス（Jose Rene Almendras） 

      

国家経済開発庁長官兼     

社会経済計画大臣      カエタノ・パデランガ（Cayetano Paderanga Jr.） 

大統領広報業務担当大臣    ヘルミニオ・コロマ（Herminio Coloma） 

大統領広報戦略担当大臣    ラモン・カランダン（Ramon A. Carandang） 

大統領報道官         エドウィン・ラシエルダ（Edwin Lacierda） 

国家安全保障担当顧問兼 

国家安全保障会議議長    セサール・ガルシア（Cesar Garcia） 

和平ﾌﾟﾛｾｽ担当大統領顧問    テレシタ・"ギン"・デレス（Teresita ”Ging” Deles） 

大統領首席法律顧問      エドゥアルド・デ・メサ（Eduardo De Mesa） 

大統領政治顧問        ロナルド・リャマス（Ronald Llamas） 

  



＜その他の国家機関要人＞ 

 

上院議長                    フアン・ポンセ・エンリレ（Juan Ponce Enrile） 

下院議長                    フェリシアーノ・ベルモンテ（Feliciano Belmonte） 

 

最高裁判所長官          レナト・コロナ（Renato Corona） 

 

国家警察長官         ラウル・バカルゾ（Raul M. Bacalzo） 

国軍参謀総長         リカルド・ダビッド（Maj.Gen. Ricardo David） 

陸軍司令官         アーテュロ・オルティス（Maj.Gen. Arturo B. Ortiz） 

海軍司令官         アレクサンダー・パマ（Re.Ad. Alexander Pama） 

空軍司令官         オスカー・ラベナ（Lt.Gen. Oscar Rabena） 

司法省訴務長官        ホセ・アンセルモ・キャディス（Jose Anselmo I. Cadiz） 

行政監察官(オンブズマン）    マリア・メルセディタス・グチャレス（Ma.Merceditas Gutierres） 

中央銀行総裁            アマンド・テタンコ（Amando Tetangco Jr.） 

 

国家人権委員長          ロレッタ・アン・ロサレス（Loretta Ann Rosales） 

選挙管理委員長        シクスト・ブリリャンテス（Sixto Brillantes Jr.） 



別添３ 

 
フィリピンの経済情勢 
 
○ＧＤＰ：１０年の実質成長率：前年比７．３％。１９７５年の８．８％以来最高。 
     ０７年は７．２％、０８年は３．７％、０９年は１．１％。 
     １０年の実質成長率のうち、鉱工業が、 ０９年の－０．９％から１２．１％ 
                  サ－ビス業が、     ２．８％から ７．１％ 

      農林水産業が、     0   ％から－０．５％ 
     個人消費は、前年比５．３％（前年は４．１％）、 

政府消費は、前年比２．７％（前年は１０．９％） 
○一人当たりＧＤＰ：１０年は２,０１１＄。０９年は１,７４８＄。 
 １０年：マレ－シア７,７５５＄、タイ４,６２１＄、インドネシア２,９６３＄。 
○物価  ：１０年の消費者物価指数は、３．８％増（中銀の目標は、３．５から５．５％） 
○格付け： 米格付け機関 S&P が、外貨建て債務をＢＢ－からＢＢへ。見通し「安定的」。 
○失業率：１０年の平均失業率は、７．３％（０９年は、７．５％） 
     なお、１０年１０月現在、総雇用人口約３,６５０万人のうち、                               

        サ－ビス業５１．７％、農林水産業３３．６％、鉱工業１４．７％ 
○鉱工業生産指数:１０年１１月、対前年比８．４％増。 
         （０８年は、４．４％、０９年は、－１３．２％） 
     １０年の新車販売台数が、対前年比２７．２％増の１６万８４９０台。 
         １９９６年に記録した１６万２０００台を越した。 
○海外送金：１０年の年間送金額は、８．２％増の１８７億６３００ドル。 
○外貨準備高：１０年１２月末時点で、対前年比４０．３％増の約６２１億ドル（輸入

１０．２カ月） 
 ペソ高基調。１０年後半に４２ペソ台と２年半ぶり高値。１１年２月は４３．４ペソ。 
○金融：中銀は、０９年７月以降政策金利据え置き（翌日物借入４．０％、翌日物貸出

６．０％） 
 インフレ目標：１０年は３．５から５．５％。１１年、１２年は、３．０から５．０％。 
○不良債権比率：１０年１１月末時点で３．０７％。○自己資本比率：１６．２％。 
○財政健全化 ： 

１０年１－１１月の財政赤字（２,６９８億ペソ）は名目ＧＤＰの約３．２％。 
 なお０９年は約３．９％であったが、アキノ政権は、財政健全化を掲げた。 
 「１３年から１６年にかけて、２％まで改善したい」 

１０年１１月末の公的債務残高（４兆７１９０億ペソ）は名目ＧＤＰの約５５．４％。 
              なお対内債務が５８％、対外債務が４２％。 

○将来の目標： 
 １０年７月、開発予算調整委員会（経済閣僚の合同委員会）は、１１年から１６年ま

で、実質成長率を毎年７から８％と改訂。なお１０年は、５から６％という目標。 
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Examples of increasing trade from the Philippines to Japan

Data: Trade Statistics of Japan (Ministry of Finance, Japan)
1 JPEPA tariff rate as of Jan. 2011
2 Tariff rates depend on kinds of bananas

Description Trade volume Tariff rate
Year 2008 → 2010 without → with JPEPA1

Skipjack bonito ("Katsuo" in Japanese) ↑ 77% 3.5%   → 1.8%

Tuna (canned) ↑ 43% 7.2%   → 3.6%

Shrimps and Prawns (prepared) ↑ 58% 4%   → 2.0%

Cuttlefish and Squid (prepared) ↑ 46% 10.5%  → 6.6%

Bananas ↑ 2%
(summer) 10% → 7.3%or9.5%     

(winter) 20%→14.5%or19.5%2

Coconuts, etc. (prepared) ↑ 14% 4%   → 0%

Bananas, mangoes, etc. (prepared with 
sugar) ↑ 28% 5.5%  → 4%

Cases with outer surface of plastics or 
textiles ↑ 42% 6.4%  → 4.7%

Women’s skirts (of cotton) ↑ 56% 9.1%  → 0%

Footwear with upper straps ↑ 28% 6.7%   → 4.9%
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Foreign Direct Investment to the 
Philippines (2006-10)

Source: National Statistical Coordination Board, Approved FDIs
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Japan’s Contribution to Economic Assistance 
Received by the Philippines
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Source: DAC, on a commitment basis (2009)
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Source: NEDA, ODA Portfolio Review (2009)
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Sharing fundamental values:
- democracy, freedom, human rights

Security alliance with U.S.  
Geographical vicinity:

- Sharing the same sea-lane,  intensive human exchanges

Close economic ties: 
- Trade, investment, ODA

Mindanao: 
- J-BIRD  (Japan-Bangsamoro Initiative for Reconstruction  and     

Development)
- IMT (Two JICA experts for reconstruction 

since 2006)
- ICG  (One of three third-country observers)

Strategic Partnership
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(単位：％）

日本 独 英 加 仏 米 伯 中国 印 韓国 露
イスラ
エル

北朝
鮮

パキ
スタン

イラン
注
2

○ 77 59 58 75 45 82 47 55 28 50 31 18 27 15 13

× 10 19 20 9 22 8 25 31 45 23 42 58 50 61 64

○ 71 55 53 37 49 36 42 43 50 43 25 15 30 36 33

× 12 19 24 16 17 39 22 29 24 24 43 56 28 26 36

○ 70 70 47 60 69 53 84 52 43 38 43 21 31 7 6

× 19 15 25 19 14 35 10 35 33 43 33 61 47 75 80

○ 66 53 56 58 60 49 44 45 37 - 32 21 23 16 15

× 20 19 22 17 18 35 22 44 37 - 40 59 61 56 60

○ 65 65 69 67 42 60 42 29 55 46 24 40 9 12 11

× 11 10 9 7 28 22 23 51 18 28 46 31 70 58 69

○ 64 82 77 77 69 57 51 34 56 76 38 27 5 18 13

× 29 12 14 10 17 38 35 61 33 19 50 57 90 64 79

○ 59 64 62 75 51 44 38 35 49 37 32 23 13 17 11

× 11 7 12 9 15 38 19 41 19 30 34 38 55 49 60

○ 59 65 62 72 47 37 32 36 44 35 29 17 10 16 10

× 22 8 14 6 19 38 27 43 27 26 34 47 65 54 62

○ 58 61 51 44 63 25 42 42 52 28 76 29 19 14 17

× 13 11 14 8 6 50 11 31 9 23 4 30 35 46 45

○ 57 63 62 62 48 48 35 40 53 29 30 17 13 19 10

× 16 8 19 8 18 35 20 38 16 33 33 50 53 44 59

○ 50 79 53 73 66 39 36 20 32 28 30 13 4 4 4

× 34 8 27 10 18 47 37 71 46 53 54 68 86 83 88

○ 48 84 67 79 72 45 50 24 38 30 30 20 11 10 6

× 37 9 20 11 14 39 30 64 43 45 55 57 73 73 82

○ 47 77 68 65 66 56 40 14 42 23 29 26 7 7 3

× 31 8 12 5 12 22 34 72 34 46 46 46 59 69 88

○ 33 22 33 24 31 39 20 30 59 19 32 17 17 7 19

× 20 19 18 20 23 29 23 38 12 21 22 29 26 63 33

○ 29 62 51 54 38 28 55 81 29 57 55 22 24 30 30

× 47 15 21 12 24 44 12 8 47 20 19 40 40 34 40

○ 25 13 9 11 12 9 13 56 8 13 9 4 10 38 33

× 15 18 38 19 23 52 18 7 48 17 32 53 20 19 14

○ 43 40 38 40 38 34 28 18 32 36 13 2 1 3 2

× 7 3 3 1 3 18 7 38 9 9 22 52 90 45 57

○ 53 59 52 51 49 46 41 41 36 32 30 19 17 16 15

× 21 14 20 14 19 34 23 38 31 29 37 50 48 51 56
平均

英

独

仏

伊

印

中国

加

豪

露

注1

パキ
スタン

日本
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　注1：上記17ヶ国の他に中南米、中東等の16ヶ国でも行われたが、この表では省略。
　注2：左記15ヶ国の他にEU、南アフリカも評価されたが、この表では省略。

BBCの国際世論調査
主要各国の影響に対する評価(2010年)

-親日度はフィリピンが1位-
2011年2月

在フィリピン大使館
○：肯定的、×：否定的

評　価　さ　れ　る　国

評

価

す

る

国

比

尼

伯

タイ

米

韓国




